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都賀庭鐘の翻案作品における中国的な表現モチーフ
―『英草紙』と『繁野話』を中心に

陳　　婧

　江戸時代には、商業経済が著しく発達した。産業の発達に伴う京阪の新興町人階層が台頭し、彼ら

は経済的に豊かであると同時に、少しずつ思想と文化の領域にも進出し、近世文学の 盛期を迎え

た。18世紀の中ごろから読本という新しい様式の小説が上方で登場し、明清白話小説から強い影響

を受けて発展し、江戸時代における小説の完成形となった。

　都賀庭鐘は読本小説の始祖と称されている。彼の『英草紙』と『繁野話』は日本初期読本の代表作

品である。庭鐘の初期読本は中国文学と緊密な関係があり、特に『三言』に基く箇所が多いことは既

に先行研究が明らかにしている。研究史を遡ると、日本の中村幸彦氏や徳田武氏、中国の厳紹璗氏や

王暁平氏などが優れた成果を収めている。中村幸彦氏は『英草紙』を校注する際、その翻案作品の典

拠をいろいろ指摘している。徳田武氏は『近世近代小説と中国白話文学』の中で、受容研究も多く記

している。王暁平氏は『近代中日文学交流史稿』の中で、江戸文壇が中国文学からの受容情況を詳し

く指摘している。また、厳紹璗、王暁平の二氏による共著『中国文学在日本』において、都賀庭鐘の

初期読本が『三言』からの受容を詳しく検討している。拙論「『三言』を粉本とする都賀庭鐘作品の

受容と発展について」も粉本と翻案作品をテキストに基づき、物語の表現と言語において、『英草紙』、

『繁野話』と『三言』の共通点と庭鐘が『三言』からの受容を全面的に論じている。では、『三言』の

他に、庭鐘の初期読本は中国の文学作品と伝統的な理念から影響を受けていないのだろうか。管見の

限り、この問題に触れる先行研究はまだ少なく、都賀庭鐘の翻案作品における中国的な表現モチーフ

についての研究も不十分である。次において文学の政治性と『水滸伝』の影響という二つの面から、

この問題を全面的に論証したい。この問題の解明も庭鐘の中国文学から深層の受容観を深く理解する

のに役立つと考える。何か自分なりに新しい観点を打ち立てられたら、幸いだと思う。

一、政治への関心

１、「後醍醐の帝三たび藤房の諌を折く話」に見られる政治性

　普通、中国文学は政治性が濃厚であり、日本文学はそれが稀薄であると言われる。確かに日中両国

の多くの古典作品がこの通説を肯定するものである。鈴木修次氏は『中国文学と日本文学』の中で日

中両国における文学と政治の関係について次のように述べている。「中国の、一流文学をもって自任

するものは、伝統的に、政治との関連において文学の存在意義を自覚し、なんらかの面で文学と政治

とを関連づけようとする意識が強い。それに対して日本の文学は、そもそもの出発からして、脱政治

であるように見える。」（注1）その重要な原因は、鈴木修次は文学を支える階層の違いによるととら

えている。
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　中国の一級文学とされるものは、伝統的に、士大夫階層と称される官僚知識人によって支えられて

きた。かれらはすべて、官僚になることを目指して励んでいる人たちであり、また、多くの文学者た

ちは実際に官僚人であった。これに対して、日本文学の純粋の伝統は、宮廷女性（女房）・法師・隠

遁者・市民などの中に主要には流れる。これらの人々は、多かれ少なかれ政治的にはアウトサイダー

である。日本文学が、アウトサイダーの文学者たちによる遊びの精神においてその中核が支えられて

いるということは、日本文学の注目すべき一つの現象である。（注2）

　中国の文学は政治に関与する人々によって支えられるため、文学の存在意識も、政治と関連がある

のであろう。多くの日本人は芸術的であるためには、現実を離れなければならないと考え、現実離れ

しないと、芸術としての文学の面白みがないという考えが一般的である。こういう傾向が顕著であれ

ば、脱政治であるのが当然であろう。従って、「現実離れのところに、「風流」を見出し、「幽玄」を

見出し、象徴美を見出そうとするのが、日本の芸術一般の傾向である。」（注3）文学という高級芸術に、

現実と政治がついてはいけないという考え方により、「日本文学の伝統は、実のところ、世界でもま

れに見るほど脱政治の傾向を顕著に持つのである。」（注4）

　「王安石三難蘇学士」（『警世通言』第３巻）では、冒頭に、「海鳖曾欺井内蛙、大鹏张翅绕天涯。

强中更有强中手、莫向人前满自夸。」（注5）（海亀に笑われた　井戸の中の蛙　大鵬の翼は　めぐる　

空の涯　強いものにも　上の上がある　めったに　自慢は　しないこと）（注6）という詩がある。

馮夢龍はまず「满招损、谦受益」（注7）（満は損を招き、謙は益を受ける）（注8）についての問題を

提示した。それから作品中の人物の宰相王安石は黄州の菊花、瞿塘三峡の水、詩句の解の三つの論難

を通して、翰林学士蘇東坡の軽薄と侍才傲物を三度戒めたのである。作品のテーマは、自己の学識に

自惚れ、謙虚さを欠くことへの戒めと言える。

　庭鐘は王安石と蘇東坡の論議に興味を持ち、翻案の「後醍醐の帝三たび藤房の諌を折く話」（『英草

紙』第１巻）では、原作に相応しい歴史人物を選び、『太平記』を背景とし、王安石を後醍醐帝に置

き換え、蘇東坡を万里小路藤房に置き換える。王安石の蘇東坡に対する論難も武蔵野の逃水、仏教の

論難、千里の馬の話に変えられている。受容関係を見れば、翻案は原話から構想を借り、第一の「諌」

の筋、すなわち武蔵野の逃水と黄州の菊花の筋が類似している。蘇東坡は王安石に軽薄と無知、軽挙

を戒めるのに対して、万里小路藤房は「迯水」の古歌を知らなかったため、すなわち無知故に後醍醐

帝より叱責された。この両方は「謙虚」を勧める趣旨を含んでいると言えよう。しかし、後二つの

「諌」の筋は原本と同じではなく、翻案作品の対話の内容は原本と完全に異なるものとしてつくりあ

げられた。第二の「諌」について、藤房は中国または本朝の盲目的に仏法を信じたため国家に危害を

及ぼしたことを挙げ、後醍醐帝に仏法の信仰に傾倒しすぎないように勧めた。しかし、後醍醐帝は中

国の帝王が仏教を利用したことによって権力を掌握したことを述べ、そして当今の僧侶に、人心を惑

乱するほどの気性・邪智ある者のなきを理由として、自分の非を認めず、かえって藤房の識見の低さ

を難じたのである。第三の「諌」について、藤房は天皇の女謁と奢侈のことについて勧告を行い、ま

た天皇は弁舌をふるい、藤房の勧戒に反駁した。

　第二、三の「諌」は忠臣として帝と対峙するもので、正統な諌言と言えると思われる。しかし、後

醍醐帝は忠臣の諌言を納めない。稲田篤信の「都賀庭鐘・演義の主題－『英草紙』考」によれば、「庭

鐘は藤房を『尚書』（書経）を解する者として記す。藤房から見て、『尚書』洪範に説かれる理想的な
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王、偏私偏党なく、公平、平易でまっすぐであるべき王として後醍醐帝は欠ける所があると批判して

いるのである。」（注9）従って、臣下の立場から、君が相応しくなければ、去らなければならない。「今

主上智は奢に用ひ、弁は非を覆ふに足る」（注10）ため、藤房はついに辞職して、山中に退隠したの

である。原作の「謙虚」を勧める趣旨と異なり、翻案作品は建武の失政を批判する政治性を含んでい

る。都賀庭鐘は「風流」や「幽玄」の象徴美を重視する日本文学の伝統的な傾向から離れ、社会の現

実的な問題に対する考え、中国文学の政治性を翻案作品に取り入れたと思われる。

２、「豊原兼秋音を聴きて国の盛衰を知る話」に見られる政治性

　粉本「兪伯牙摔琴謝知音」と翻案「豊原兼秋音を聴きて国の盛衰を知る話」で、主人公の人物像が

類似している。これは既に拙論「『三言』を粉本とする都賀庭鐘作品の受容と発展について」におい

て明らかにしている。（注11）では、作品に含まれている主旨についてどうだろうか。次に別々に分

析することにしたい。まず、「兪伯牙摔琴謝知音」の趣旨を探ってみよう。

　原作では、晋国の大臣、琴の名手である兪伯牙は、出張の帰途船上で琴を弾いている時、琴の音か

ら自分の気持ちを理解してくれる樵夫鍾子期に出会い、知己になった。しかし、別れた一年後に伯牙

が子期を尋ねたところ子期はもう亡くなり、伯牙は悲しみのあまり二度と弾かないと決意して琴を砕

いてしまうのである。原作の冒頭「古来论交情至厚、莫如管鲍……恩德相结者、谓之知己、腹心相照

者、谓之知心、声气相求者、谓之知音、总来叫做相知。」（注12）（昔から友情の厚いことでは、管鮑

に及ぶものはない……助け合いによって結ばれたものを「知己」といい、心が互いにぴったりわかり

合っているものを「知心」といい、気性が合っているものを「知音」といい、そしてそれらを合わせ

て「親友」というのである）（注13）というように、作品は琴という風雅の道を媒介にし、友情を讃

美するほかはないのである。

　庭鐘の翻案は粉本の筋を継承しつつ、友情を讃美する一方、政治論を添えたところも二か所あると

思われる。まず、音楽論、特に琴についての理論である。翻案の冒頭は、豊原兼秋は追放中偶然に還

城楽を吹いたが、その心地良い音色から戦乱が間もなく終わり、国が盛んになる、と予測しているの

である。これはすなわち題目のように、「音を聞きて国の盛衰を知る話」という思想を述べようとし

たものである。豊原兼秋は出張の途中横尾時陰と知り合い、歓談している時、樵とはいえ篤学の士の

時陰は「琴の徳」について次のように論じている。「この琴を撫するに、香を焚き意を正しうして撫

す。美善の所にいたりては、虎狼聞いて吼えず、哀猿聴いて啼かず。堯舜の御代には、五弦の琴を操

つて、南風の詩を歌うて、天下大に治る。是琴の徳ある所なり……神人和悦、妖邪遠く去る、是和

琴の妙所なり。」（注14）庭鐘は時陰の論言を通じて、琴は神秘な霊力と予知予兆の働きを強調する。

この和漢の琴に関する知識は粉本には見えず、庭鐘が付け加えたものである。音楽の知識と政治論を

付け加えることによって、翻案の主題は文人雅士の相知論ではなく、音楽論に基づく政治論に変えら

れているのである。庭鐘の翻案は政治論を表に打ち出している。「琴の徳」は君子と政治と関わって

いる。琴と君子の結び付きについては原作と翻案両方が言及しているが、庭鐘が琴と政治との結び付

きを強調している。

　実は琴に対して、昔から神秘な霊力を賦与し、政治と結び付けられている。例えば、

　『琴史』では、琴が「民物治乱之兆」を示し、琴の政治効用が説かれている。記紀における大穴牟
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遲（大国王）の天詔琴のことや、神功・雄略など、神や天皇と琴との関わりは、すなわち、琴と政治

との結合を示すものである。『宇津保物語』でも、帝が「学士をかへて、琴の師を仕うまつれ」と言っ

て俊蔭を昇進せしめんとしたのは、春宮が俊蔭の教えによって琴をよくするようになることは、ま

た、政治的問題でもあったからである。（注15）

　17世紀後半から徂徠学派が一世を風靡した。「琴は学べば君臣恭順、幼長咸く序あり、邪淫を諷諫

し、予知予兆の霊力があるという琴の徳を語ることが……蘐園派の音楽好尚と呼応するものがある。」

（注16）荻生徂徠の音楽論も庭鐘に大きな影響を与えたと思われる。井上泰至氏によると、「そうし

た知識の重要な部分を、庭鐘は荻生徂徠の『楽律考』『琴学大意抄』などによっていたらしいという

ことである。」（注17）このように、庭鐘は日本の昔から琴に関する政治論理を継承し、または徂徠

学派の影響を受け、自らの琴に対する論理を形成し、翻案作品に表わしている。庭鐘は「琴の徳」を

巧みに政治性と連結させ、粉本の友情讃美の主題を、琴の神秘予兆性と政治を結び付けさせているの

である。

　庭鐘がもう一つ政治論を加えたところは主人公の隠遁する理由だと思われる。まず、粉本の主人公

の隠遁の理由を見てみよう。鍾子期が亡くなった後、兪伯牙が集賢村に住み、鍾子期の老父母を奉養

するのは、「吾即子期、子期即吾也」（注18）（わたしが子期さんです、子期さんがわたしです）（注

19）と、兄弟みたいな純粋な友情に基づくのであり、粉本は真の友情を讃美しているのである。とこ

ろが、翻案では、兼秋が横尾時陰の父母を奉養するのは、「主上御位に復し給ひてより、仮初の御遊

に琵琶箏など弾じさせ給ふにも、燕なる曲のみ造らんと望ませ給ひて、ことしげき世を治め給ふべき

君にあらず。是、古より伝へいふ、桑間濮上の音起りて、国亡びしといふも、此の心なり。久しから

ずして、都も又一変すべし。我も二君に仕へんよりは、早く身を潜めて、天年を楽しむべき所存なり」

（注20）と、音楽に反映された、国の衰勢の政治予兆に基づくのである。兼秋は山中村に隠遁し、横

尾時陰の父母を奉養するのは、時陰との友情のためだけではなく、更に後醍醐帝の政治に失望したあ

まりのためである。伯牙の個人道徳に基づく動機と比べて、兼秋の隠退はもっと公的政治的批判の意

味を持ち、庭鐘の意図が帝の奢侈を批判し、経国の概念を導入しているのである。すなわち政治批判

に注目しているのである。

　以上、翻案作品に、庭鐘が琴の物語を借用して、琴に神秘・予兆性を賦与し、政治に結び付ける。

主人公は琴音を通し、政治の行く末を予知し、後醍醐帝を批判し隠遁してしまう。翻案作品は原作の

友情讃美の主旨の上に、政治批判という政治的モラルを加えたのである。

　「庭鐘は一箇の儒者として、下は「修身斉家」の個人道徳から、上は「治国平天下」の政治的モラ

ルを献策すること、「経世済民」の義務を国字小説という虚構に載せて果そう、という意図を抱いて

いたと考えられる。」と徳田武氏も『日本近世小説と中国小説』で指摘している。（注21）庭鐘は当

時の多くない政治に注目している作者の一人として、彼のほかの作品に、政治に関心を持っている傾

向も見られる。例えば、『莠句冊』の第３篇「求冡俗説の異同、冡の神霊問答の話」は、摂津国菟原

の郷に存在する求冡の由來に３説あることを記したものである。縁起の第３説の第２段落は、『西湖

佳話』巻６「西冷韵迹」の一部に拠ったものである。原話においては、人情の微妙さをうがつのを主

たる興味にしていて、私的世界における人情の精密な描写というべきである。ところが、庭鐘は、菟

原処女を政治の場に引き出すことによって、この話に私的な人情のうがちばかりではなく、公的な政
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治倫理を付与した。（注22）

　庭鐘の初期読本作品で、歴史批判の意識が投影された作品は数多くないが、いくつかある。翻案作

品に現されている政治性は浮世草子などの娯楽文学にも見えなかったし、日本の伝統文学の性質とも

一致しない。政治性は中国文学の伝統的な意識として、粉本には見受けられないが、庭鐘には取り入

れられ、繰り返される中国的な表現モチーフと言える。

二、『水滸伝』からの影響

１、「三人の妓女趣を異にして各名を成す話」に見出される「侠気」

　中国四大奇書の一つに数えられる『水滸伝』は、明代初期に施耐庵（あるいは羅貫中）によって書

かれた長編の白話章回小説で、伝奇歴史小説の大作である。『水滸伝』は北宋の徽宗期に起こった反

乱を題材とし、「好漢」たちが水の滸の梁山泊に集結し、「天に替わり道を行う」物語を叙述するので

ある。宋江ら108人の「好漢」たちが汚職官吏や不正を打倒し、百姓を救うことを目指すようになり、

「侠気」と「正義」を具えた豪傑と言える。例えば、旅芸人の金老爺と金翠蓮父娘を苦しめる悪徳長

者の鎮関西・鄭屠を三拳で殺した義侠心の強い魯智深と、皇室の子孫でありながら、いつも自宅で流

れ者の「好漢」たちを泊めて面倒を見ており、東渓村の晁蓋、鄆城県の宋江と並ぶ人格者として侠気

を讃えられていた柴進等は、皆困っている者を見ると助けずにはいられない性格を持っている人物で

ある。『水滸伝』もこの「侠気」と「正義」を徹底的に表すことができるこそ、世間で人気を博した。

　江戸時代、この豪傑らの悲壮な運命を描く『水滸伝』は日本に輸入され、享保13年（1728年）に

は岡島冠山により一部和訳され普及し、やがて『通俗忠義水滸伝』等の翻訳、翻案が数多く作られ、

浮世絵師の歌川国芳や葛飾北斎によって読本の挿絵や錦絵も描かれた。中国文学に強い興味を持つ都

賀庭鐘も、この『水滸伝』の流行から影響を受けたであろう。以下は庭鐘の翻案作品を通して、庭鐘

の『水滸伝』による影響を具体的に分析してみたい。

　『英草紙』第６話「三人の妓女趣を異にして各名を成す話」は『醒世恒言』第２巻「三孝廉譲産立

高名」、『青瑣高議』第10巻「王幼玉記」、『喩世明言』第12巻「衆名姫春風吊柳七」によって翻案さ

れた作品である。「三孝廉譲産立高名」は田氏三兄弟の「孝廉」の美徳について叙述しているが、「三

人の妓女趣を異にして各名を成す話」は「三孝廉譲産立高名」の輪郭を借り、その三兄弟を三妓女に

変えたのである。しかし、翻案と粉本との関係において、三人を主題とする輪郭を受容するのみで、

物語の筋において完全に異なっている。「三人の妓女趣を異にして各名を成す話」の出典はまだ明ら

かにされていない所もあるが、頼桃三郎氏の「英草紙出典追考」によると、この翻案の第１挿話は『青

瑣高議』の「王幼玉記」によるが、第３挿話は『喩世明言』の「衆名妓春風吊柳七」の翻案である。（注

23）以下は第３挿話の三人の妓女の末妹鄙路の人物像を原話と比較しながら、その性格を分析してみ

よう。

　「衆名妓春風吊柳七」という物語では遊女周月仙と高秀才はお互いに心を通わせ、毎晩船に乗って

川を渡り、男は女に会いに行く。劉二員外という富豪は月仙を手に入れようとしたが、拒否され、そ

こで船頭に賄賂を与え、強引に月仙を人のいない場所につれてゆき、彼女を強姦した。また、そのこ

とを利用して、月仙と高秀才が会うのを妨害した。この物語の中で、月仙は反抗する力のない弱者で、

幸い 後に、柳永という文人の助けを得て、売春宿から身を引き、高秀才と結婚することができた。

この物語を模倣して、庭鐘は「三人の妓女趣を異にして各名を成す話」に鄙路の物語を創作した。鄙
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路の身に起ったことは周月仙とほとんど同じである。鄙路は平四郎と恋に落ち、毎晩船に乗って会い

にいく。鄙路を我がものにしようと企てた三上は船頭の勘平を買収し、船頭に鄙路を強姦させようと

したが、失敗したので、平四郎を殺害する。鄙路は三上を殺し、また機敏に勘平を捕まえ、平四郎が

殺された経緯を白状させる。そして、鄙路は勘平を殺し、仇を打ったのである。

　「衆名妓春風吊柳七」の中に、遊女周月仙は力のない弱い被害者でしかなく、正義感の強い柳永が

いなければ、苦しい立場から抜け出すことはできない。それと反対に、「三人の妓女趣を異にして各

名を成す話」という物語に、鄙路が自分の力と知恵によって愛する人のために仇を打ち、鄙路の一生

懸命に復讐する精神は読者に大きな感動を与える。では、この復讐する精神にどんな意味を含んでい

るか。まず、鄙路と平四郎の関係を見よう。平四郎は鄙路を愛し、「一味に鄙路を娶りて、夫妻たら

んと思ひつめて、常に心の底を鄙路に語る。鄙路笑うて、「年月旧きを送り新きを迎へ、片刻の偶を

なすもの幾人ぞや。此の国に名ある人、我が一歓をなさざるはなし。我此の身商人の婦となるも、な

ほ醜聞に堪へず。況や武家の室とならば、生立ある儞を恥しむるなり。再び此の事をいふことなかれ。

左あればとて、此の後儞に対して、疎きことなし」といひて、従良のことはとりあはず。」（注24）と、

平四郎は鄙路を娶ることを一途に望んだが、鄙路は妓女たる者は独身を貫くべきだと考えていたた

め、平四郎を愛しながらも、その求婚を斥けていたのである。やがて、平四郎は悪漢三上によって惨

殺され、鄙路は平四郎の敵を討ち、三上を殺してから、その死骸に向って次のように言う。「儞霊あ

らば能く聞け。我一生人に身を許したることなければ、夫の仇を報ずるにもあらず。余所に見てもす

むべきなれど、我故に命を失ひしを知りながら、外ごとにもてなさんは、我が心に恥づる所あればな

り」。（注25）即ち、鄙路は平四郎と夫婦ではなかったため、妻として復讐をする必要はない。三上

を討つのは、ただ不正義だと知りながら黙すことはできないという鄙路の「侠気」から発する行動で

ある。ここで、鄙路は、妓女でありながら男子に勝る「侠気」を具えた者として描かれている。鄙路

の復讐する行動に「侠気」の精神が含まれている。庭鐘は「義によつて命をかへりみず」と、鄙路の

「侠気」を「義」として賞讃していたのである。

　実は、三番目の挿話の前半部は粉本にない内容が叙述されている。「生得に侠気ありて、志男子に

勝れり。妓となるの初、寡婦の武道を識りたるものありて、辺近く住みけり。鄙路これに就いて術を

学び、常に射をなし、剣を打つことを手ずさみとし、道路に是非ふを見る時は、かならず其の弱きか

たを助く。義によつて命をかへりみず。」（注26）と日頃から武術を習い、いつも弱者を助け、義を

重んじる鄙路を描いている。そして、浪人東蔵が他人と喧嘩し、人を斬り殺した後、鄙路のところに

身を隠すことにする。鄙路が東蔵を庇護したのは、東蔵との情誼のためではなく、「頼むをいなむは

勇なきに似たり」（注27）とする「侠気」によるのである。また、鄙路自身も東蔵に対して、次のよ

うに語っている。「足下をかこひ養ひしは、我が父母なく姉妹なく、心易き身の上なれば、一時の侠

をなす也。」（注28）これも粉本にない内容で、庭鐘が鄙路の「侠気」を表すため、加えた筋ではな

いだろうか。

　要するに、粉本における弱い被害者の遊女周月仙と異なり、鄙路が遊女でありながら、弱者に助力

するという「侠気」を具えた者である。粉本は周月仙に対する同情と柳永の正義を称揚するのに対し

て、翻案は鄙路の「侠気」を賞讃するのである。庭鐘がこの「侠気」を「義」と定義し、義を以て自

分の人生の信条とする鄙路は『水滸伝』の中の多くの「侠気」を具えた人物と似ていると言える。ま

さに田中則雄氏が指摘しているように、「庭鐘がかかる性格の信義を取り上げるに当って、中国白話
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小説、特に『水滸伝』『三国演義』に示唆を得ていることは容易に推測される。」（注29）庭鐘は粉本

のヒロインに見られない「侠気」を鄙路に賦与したのは、『水滸伝』から影響を受けたためであるに

違いないと思われる。

２、「江口の遊女薄情を憤りて珠玉を沈る話」に見出される「侠気」

　次において「江口の遊女薄情を憤りて珠玉を沈る話」という翻案作品のヒロインの性格を見ること

にしよう。

　粉本の「杜十娘怒沈百宝箱」では、李甲は遊女杜十娘を身請けし、故郷に連れ帰る途中、孫富の弁

舌に欺かれ、父親の怒りを恐れて、やむを得ず杜十娘を転売することに決める。李甲がそのことを告

げると、杜十娘は承諾する。次の日杜十娘は転売される前に、別れの化粧を始める。一方、翻案作「江

口の遊女薄情を憤りて珠玉を沈る話」では、小太郎が白妙を手放すという考えを伝え、白妙が承諾す

るのは粉本と同じである。しかし白妙が転売される前、次の一節が加えられている。白妙は「すこし

もうれはしげなく、其日より端の家に閉こもり人に面せず、白日にも灯を点じて机により法華を拝写

して悶を遣る……すでに写して譬喩品にいたり、不覚不知不驚不怖の句にあたりて筆を閣き、「迷へ

ば法華を失ひ悟れば法華を得る。五字の題名八万の字に準ふ。苦になんぞ全部を期せん」と机上に留

め置……」（注30）この場面は、白妙の内心の平静を描いている。粉本の杜十娘の怒りに対して、白

妙の平静を死ぬ前の兆しとされることは、後の激しい入水する場面と対照される。庭鐘はこの方法で

白妙の絶望を表し、読者の心を動かすのに効果的だと思われる。内心の平静を保ちつつ死を決意する

ことは「侠」の性格の特色と言える。つまり、庭鐘の観点は粉本の作者と異なり、「白妙を、冷徹に

自らの意志を貫いたものとして評価しているのである。」（注31）

　粉本には、杜十娘が川に投身する場面について、作者は次の詩を作り、慨嘆している「三魂渺渺

帰水府、七魄悠悠入冥途。」（注32）（三魂渺渺として水府に帰し、七魄悠悠として冥途に入る）。（注

33）ここで、作者は杜十娘の愛情に殉じたことを憐れみ、杜十娘の真心を賞讃している。しかし、庭

鐘は、そのまま写すのではなく、「盛粧躍海目無淚 去処俠魂伍緑珠」（注34）と作り変えるのである。

庭鐘はヒロインの献身的な愛情を賞讃するだけではなく、「侠」の側面を加えたのである。宋伝奇の

『緑珠伝』に拠って、緑珠という美しい女性は、晋の石崇の妾で、孫秀の求めを拒絶して石崇に貞節

を尽すべく、自殺したという物語がある。庭鐘は白妙を緑珠に例えて、その真情を賛賞したのである。

緑珠を通して、読者に愛情への献身の尊さを連想させ、その上、白妙を惜しむ感情も読者に深い感動

を与える。庭鐘は白妙の「俠死」に対して、哀惜の意味を込める一方、「俠妓の偏性」という戒めの

態度をも持っていた。白妙を「侠気」を持っている女性とするのは、『繁野話』序に「侠妓の偏性を

かたり、子弟の戒となすなる」（注35）という評価とも呼応する。

３、「紀の関守が霊弓一旦白鳥に化する話」に見出される「侠気」

　 後に、『任氏伝』の中国女狐の古譚と日本の人妻が弓となり白鳥となって消えた古譚を取り合わ

せて、新しく構成した「紀の関守が霊弓一旦白鳥に化する話」（注36）の中の女主人公の小蝶の性格

を分析しようと思う。

　粉本『任氏伝』の発端に、「早习武艺、亦好酒色。贫无家、托身于妻族。」（注37）（早に武芸を習ひ、

亦た酒色を好む。貧しくして家無く、身を妻族に託す。）（注38）と、鄭六を遊びの好きな、極普通
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の青年として描いている。しかし、翻案作「紀の関守が霊弓一旦白鳥に化する話」では、「庄司次郎

生得心武く、平日猟を好みて外の楽しみを要めず。又祖上より家に蔵せる一張の宝弓あり。鹿鳥の類

矢ごろにだにあれば、射あてずといふ事なし。」（注39）と雄の山の関守庄司次郎が家宝の霊弓をもっ

て殺生を好んだ話が物語の発端とされる。粉本の任氏は自分を大切にしてくれた鄭六のために貞操を

守り、韋崟の凌辱行為に必死に抵抗する。作者は任氏の人間以上の貞節を称賛するのである。しかし、

翻案作では、庄司次郎は女遊びの好きな韋崟と正反対に、女に無関心で狩猟好きな男である。庭鐘は

庄司次郎という人物設定の改変によって、物語の人物関係を変えたのである。つまり、粉本の任氏と

韋崟は、貞婦と好色の男との関係である。しかし、翻案作では、この男女の関係を人間に殺害された

狐一族と加害者の人間との対立関係に作り変えたである。小蝶はこの被害者の狐一族の一員として、

無益な殺生に耽る庄司次郎を阻止するために、美女に化して、「宝弓を取隠し……重く夏人に預け、

大和なる雪名をさそひ出し此所に来り……魂を迷はしめて漸く殺生をとどめ……」（注40）庄司次郎

が小蝶に誘惑された後、「いつしか心よわりして、日比の殺生もおこたりて猟狗は里の犬と群あそび、

心しりの猟奴等も休息に退屈す。それのみならず雪名にかたらひて風月の道に心をよせ、花を賞し

景を翫ぶ。」（注41）小蝶の目的は一応達成することができた。また小蝶は庄司次郎に媒をするのは、

庄司の好意を報いるためだけではなく、庄司次郎に殺生の自粛をさせるという目的もあると言えるだ

ろう。続いて作者は登美夏人を登場させ、夏人は「親なるものの代より堅く殺生をいましめて、夏人

に至ても只生るを助るを以て心とし、他人の殺生をも説さとして休しむ。」（注42）夏人の恩につい

て、小蝶も報いるのである。つまり、小蝶の雪名への愛情、庄司次郎への誘惑、夏人への報恩は、す

べて狐一族の生命を救うのを目的とし、狐一族眷属のためである。「それが庭鐘の小蝶に賦与した異

類の論理であり、「義」であったわけである。」（注43）小蝶は狐女であるが、人間の狐狩りをとどめ

るために、美女に変身し、危険な人間世界に入る。そして、自分の知恵と能力を尽くし、 大の努力

で庄司次郎の殺生を止めようとする。ようやくこの目的を遂げたが、小蝶は咆哮する虎の絵を見て、

あっと叫んで狐の正体を現し、人間世界から姿を消さなければならない。この美女から狐に変身する

場面は一瞬に凝縮され、人生の栄枯を黄梁一炊の間に転換されるというあわれを含んでいると思われ

る。ここで、小蝶の弱い生命を彼女の強い願望と対照する結果、小蝶の意志に感動しなければならな

い。小蝶の一切の考えと行動は、彼女自らのためではなく、一門眷属の生命と利益を目的とするので

ある。この目的こそ小蝶の行動を支配し、小蝶の性格に「侠気」を賦与したわけである。小蝶の生命

中には「侠気」を貫いていると言わなければならないであろう。

　したがって、粉本の任氏はただ人間以上の貞節を持っているのに対して、翻案作の小蝶は「侠気」

を賦与される。この「侠気」の性格特徴は粉本には見えず、『水滸伝』からの影響の現われだと思わ

れる。

　以上、弱者を助けるという社会の「義」によって行動する鄙路にせよ、冷徹に自らの意志を貫き、

「侠」の性格を持つ白妙にせよ、また一門眷属の生命を救うことを人生の目的とする小蝶にしても、

作者は皆に「侠」と「義」の気質を賦与する。この粉本にはない女主人公の性格の特徴は『水滸伝』

の影響によると思われる。これも繰り返される中国的な表現モチーフだと言えるだろう。

三、まとめ

　江戸時代における日中文化交流は近世文学に大きな影響を与え、『英草紙』と『繁野話』は初期読
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本の代表的な作品として、『三言』から強い影響を受け、翻案と粉本は多くの箇所に相似性が見出さ

れる。しかし、庭鐘の初期読本は『三言』を受容しただけではなく、中国の『水滸伝』からも深い影

響を受け、中国文学の伝統的政治性の表現をも取り入れた。その両面とも日本文学に固有のものでは

ないが、庭鐘は中国小説を翻案する際、中国文学の内容と特色に注意し、粉本にも見られないこの

中国文学の特色を翻案作品に取り入れたのである。この翻案作品で繰り返される中国的な表現モチー

フも庭鐘がいかなる中国文学から深層の影響を受けたかを検証できるだろう。今後庭鐘の受容観をよ

り一層深く掘り下げるために、『英草紙』と『繁野話』だけではなく、庭鐘のほかの作品にも目を向

けていきたく、庭鐘の翻案作品における中国的な表現モチーフを全面的に考察してみたいと考えられ

る。
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館、1995年11月、35頁

（注11）陳婧「『三言』を粉本とする都賀庭鐘作品の受容と発展について－『英草紙』と    『繁

野話』を中心に」『熊本大学社会文化研究』12号所収、熊本大学社会文化科学研究科、2014

年3月

（注12）馮夢龍編、厳敦易校注『警世通言』人民文学出版社、1987年4月、1頁

（注13）監谷温監修、辛島驍訳注『全訳中国文学大系　警世通言（一）』東洋文化協会、1959年

10月、1－2頁

（注14）中村幸彦、高田衛、中村博保校注・訳『英草紙　西山物語　雨月物語　春雨物語』小学

館、1995年11月、58－60頁

（注15）石破洋「都賀庭鐘の翻案態度－『英草紙』第三篇における琴を中心に」『東方学』(55) 所収、

東方学会、1978年1月、5－6頁

（注16）稲田篤信「都賀庭鐘・演義の主題－『英草紙』考」『読本研究新集 第3集』所収、読本

研究の会 [編 ]、翰林書房、2001年10月、19頁
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（注17）井上泰至「初期読本の知識性と見立て」『読本研究』（10-上）所収、広島文教女子大学

研究出版委員会、溪水社、1996年11月、90頁

（注18）馮夢龍編、厳敦易校注『警世通言』人民文学出版社、1987年4月、12頁

（注19）監谷温監修、辛島驍訳注『全訳中国文学大系　警世通言（一）』東洋文化協会、1959年

10月、27頁

（注20）中村幸彦、高田衛、中村博保校注・訳『英草紙　西山物語　雨月物語　春雨物語』小学

館、1995年11月、72－73頁

（注21）徳田武『日本近世小説と中国小説』（日本書誌学大系 51）青裳堂書店、1987年5月、

162－163頁

（注22）徳田武「庭鐘と『聊斎志異』－『莠句冊』第三篇覚書」『近世文芸研究と評論』（22）所

収、1982年6月、75－79頁

（注23）頼桃三郎「英草紙出典追考」『近世文芸稿』（19）所収、広島近世文芸研究会、1974年8月、

１頁

（注24）中村幸彦、高田衛、中村博保校注・訳『英草紙　西山物語　雨月物語　春雨物語』小学

館、1995年11月、145－146頁

（注25）中村幸彦、高田衛、中村博保校注・訳『英草紙　西山物語　雨月物語　春雨物語』小学

館、1995年11月、148頁

（注26）中村幸彦、高田衛、中村博保校注・訳『英草紙　西山物語　雨月物語　春雨物語』小学

館、1995年11月、144頁

（注27）中村幸彦、高田衛、中村博保校注・訳『英草紙　西山物語　雨月物語　春雨物語』小学

館、1995年11月、144頁

（注28）中村幸彦、高田衛、中村博保校注・訳『英草紙　西山物語　雨月物語　春雨物語』小学

館、1995年11月、145頁

（注29）田中則雄「初期読本における｢信義｣の主題－庭鐘･秋成作品を中心に」京都大学博士

論文『初期読本の研究』所収、国立国会図書館、1996年3月、80頁

（注30）徳田武、横山邦治校注『繁野話　曲亭伝奇花釵児　催馬楽奇談　鳥辺山調綫』岩波書店、

1992年2月、107頁

（注31）田中則雄「初期読本における｢信義｣の主題－庭鐘･秋成作品を中心に」『初期読本の研究』

所収、国立国会図書館、1996年3月、107頁

（注32）馮夢龍編、厳敦易校注『警世通言』人民文学出版社、1987年4月、517頁

（注33）抱甕老人編、駒田信二・千田九一訳『今古奇観　上』（中国古典文学大系37）平凡社、

1970年9月、75頁

（注34）徳田武、横山邦治校注『繁野話　曲亭伝奇花釵児　催馬楽奇談　鳥辺山調綫』岩波書店、

1992年2月、112頁

（注35）徳田武、横山邦治校注『繁野話　曲亭伝奇花釵児　催馬楽奇談　鳥辺山調綫』岩波書店、

1992年2月、3頁

（注36）高田衛「奇談作者と夢語－秋成・庭鐘・綾足をめぐって－上」『文学』43(6) 所収、岩波

書店、1975年6月、42頁
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（注37）黒田真美子 [訳 ] 著『枕中記・李娃伝・鶯鶯伝他』（中国古典小説選 5）明治書院　2006

年6月、30頁

（注38）黒田真美子 [訳 ] 著『枕中記・李娃伝・鶯鶯伝他』（中国古典小説選 5）明治書院　2006

年6月、30頁

（注39）徳田武、横山邦治校注『繁野話　曲亭伝奇花釵児　催馬楽奇談　鳥辺山調綫』岩波書店、

1992年2月、25頁

（注40）徳田武、横山邦治校注『繁野話　曲亭伝奇花釵児　催馬楽奇談　鳥辺山調綫』岩波書店、

1992年2月、33頁

（注41）徳田武、横山邦治校注『繁野話　曲亭伝奇花釵児　催馬楽奇談　鳥辺山調綫』岩波書店、

1992年2月、27－28頁

（注42）徳田武、横山邦治校注『繁野話　曲亭伝奇花釵児　催馬楽奇談　鳥辺山調綫』岩波書店、

1992年2月、30頁

（注43）高田衛「奇談作者と夢語－秋成・庭鐘・綾足をめぐって－上」『文学』43(6) 所収、岩波

書店、1975年6月、45頁
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China representation motif repeated in Tsuga Teisho works 

Chen Jing

　　Representative works of Japan's initial readings are influenced by the Chinese vernacular 

novels of the Ming and Qing Dynasties.  However, Tsuga Teisho's works has not only influences 

from《Stories from a Ming Collection》, but also accepted from traditional politics of the 

representation of the Chinese literature.  Both sides are not traditions of the Japanese literature. 

When Tsuga Teisho is influenced by the Chinese story, he pays attention to the content and 

features of Chinese literature, and incorporated into the adaptation work the characteristics of 

Chinese literature, which are not seen in the original work.  China representation motif which is 

repeated in this adaptation work also verify the deep impact from Chinese Literature.
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